
                   会告Ⅳ 
 

2003年夏季 認定輸血検査技師試験の結果 
 
1．実受験者数：125名 
・受験申請者数：134名 
・欠席者数：9名 

2． 試験結果 
1) 筆答試験         2) 実技試験 
・最高点：83.9       ・最高点：99.4 
・最低点：48.2       ・最低点：5.6 
・平均点：66.3       ・平均点：54.4 
・中央値：66.9       ・中央値：58.9 

3． 総合判定：筆答試験、実技試験とも合格した受験者数は 41名（合格率 32.8%） 
4． 試験概要と成績について 

1) 試験概要 
  2003 年夏季試験は、8 月 23、24 日、大阪市立大学医学部を会場に再受験申請者を対
象として行われ、合格率は 32.8%（41/125名）であった。内訳は、今回が 2回目の受験
者の合格率が 32.1%（26/81名）、3回目の受験者は 34.1%（15/44名）と、ほぼ同等であ
った。2002 年冬季試験の合格率（19.8％）より 13％up したが、問題の難易度や採点基
準に大きな変化はなく、受験者が良く勉強された結果と判断した。尚、不合格者 84名の
内、筆答試験不合格者は 21 名、実技試験不合格者は 31 名、両者とも合格基準に満たな
かった受験者は 32名であった。 
2) 筆答試験 
 平均点 66.3（中央値 66.9）で、ヒストグラム上、左右対称であり正規分布をなしてい
た。基本問題は繰り返し出されるので、Ａランクの領域はしっかり勉強願いたい。また
これまで同様、計算問題の出来が悪かった。輸血領域で扱う内容は限られており、実際
の臨床や検査結果の解釈に有用であることから、是非とも厭わずに習得して頂きたい。 
3) 実技試験 
 実技試験結果をヒストグラムでみると 2峰性（得点率 30％と 70％に 2つのピ－ク）を
呈しており、合否の境界は一目瞭然であった。実技試験の得点が基準に満たなかった 63
名のうち、20名は血液型・抗体・カラムの 3科目とも不合格、29名は 2科目不合格、14
名は 1科目のみ不合格であった。 
血液型検査の平均正答率は 46.8％であった。血液型検査は配点が高いこともあり、実
技試験不合格者の内 57名（90.5％）は本科目が合格基準に達していなかった。即ち血液
型検査の確実性が合格の必要条件であり、自己の技術・手技を過信することなく、忠実
に基本に学び、試験に臨んで頂きたい。今回は検体取り違いや患者名の記載ミスは無か
ったが、結果の判定ミスが散見された。過去の問題に関する情報に左右されず、自分で
判定した結果をそのまま素直に記し、解釈すれば良い。 
赤血球抗体検査の平均正答率は 48％であった。反応結果の解釈が抗原構造表（アンチ
グラム）のパタ－ンに基づき正しく行えることは基本であるが、凝集の強さや抗体名の
記載法も正確でなければならない。 
カラム凝集法の平均正答率は 70％で、概ね良く出来ていたが、記載法の不正確さが一
部にみられた。 

5．通知様式の変更 
今回から合否結果だけでなく、各受験者には総受験者の中での自分の位置（レベル）
をお知らせすることになった。合格者は筆答試験、実技試験ともに合格ラインを超えた
者であるが、更にその中で自分はどのレベルにあるのか、また不合格者の場合はどの科
目が不出来であったのかが分かるようにした。合否を問わず、全ての受験者がこれらを
参考に日々研鑚され、わが国の安全で適正な輸血療法に貢献して頂ければ幸いである。 
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